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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究の目的は、肺非結核性抗酸菌症（NTM）患者の慢性的な痰症状の

有無による患者特性を比較するとともに、当該症状が健康関連 QOL に与

える影響を検討することであり、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

肺 NTM 症患者 99例を対象に、各種評価項目とともに SF-36を用いて健

康関連 QOL を評価した。対象者を慢性痰症状の有無で 2 群に分類し評価

項目を比較、加えて SF-36の身体的および精神的サマリースコアに影響す

る因子を重回帰分析にて検討しており、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、両群間で BMI、肺機能、CRP、胸部画像スコ

アに有意差を認め、慢性痰症状は疾患の重症化との関連性が示唆された。

また、慢性痰症状群では SF-36のスコアも低値を示し、重回帰分析の結果、

同症状は精神的サマリースコアに有意に影響する因子として抽出され、健

康関連 QOL の身体面よりも精神面に影響することが明らかとなった。今

後の同患者における健康関連 QOL と障害評価に関する研究への進展が大

いに期待される。 

 

以上のように本論文は、肺 NTM 症患者の症状ならびに健康関連 QOLの

評価に関する研究に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博

士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 


